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図 1 単文統合型の作問の例
Fig. 1 Example of problem-posing as sentence inte-
gration.
図 2 作問タスク
Fig. 2 Task model of problem-posing as sentence in-
tegration.
習者は S-1 から S-5 の単文カードを与えられている．
一つの単文カードには，一つの数値を表現した文（こ
れを単文と呼んでいる）が記載されている．この例で

































































































図 4 モンサクン Touch のインタフェース
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表 1 モンサクン Touch のレベル設定































Fig. 5 Processing for assessing the posed problem.
図 6 メインインタフェース












































































本実践を担当した教諭は，2009年度に 4 年生 1 ク







Fig. 8 Interface for conﬁrming progress.
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時限の配分としては，レベル 1に 2時限，レベル 2
を 1時限，レベル 3を 2時限，レベル 4を 1時限，レ















































図 9 モンサクン Touch のログ (N = 36)











































で検定を行ったところ p = .04 と p = .0002 で有意
差有りだった．効果量はそれぞれ |r| = .23（効果量
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表 2 全体のプレ・ポストテスト結果
Table 2 Result of Pre-Posttest in total.
































表 3 プレ・ポストテストの分散分析 (N of high = 22, N
of low = 14)
















表 4 プレ・ポストテスト結果 (N = 36，上位 N = 22，
下位 N = 14)
Table 4 Result of Pre-Posttest.
図 10 児童のアンケート結果
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図 11 教員のアンケート結果
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